小項目評価の論点に関する検討結果（案）について
１　論点に関する検討結果（案）
第1　府民に提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標
	平成21年度計画
	番号
	ウエイト
	自己評価
	委員会評価
	判断理由・コメント（案）

	救命救急センターからリハビリまで一貫した医療の提供（急性期・総合医療センター）
	（2）
	２
	Ⅳ
	Ⅳ
	○新生児集中治療室（NICU）3床・回復期治療室（GCU）5床の整備や、10月から脳神経疾患を始めとする合併症妊婦の積極的な受入れなど、救命救急体制の強化を図り、12月には「二次救急告示病院」の認定を取得した。
○また、糖尿病・生活習慣病センターの設立や、乳がん治療・乳房再建センターの整備（平成22年4月開設）など新たな専門センターの整備を進めている。
○さらに、リハビリテーション部門においても、他の診療科との連携により、高い病床利用率（回復期リハビリテーション病棟で前年比6.3ポイント増の91.0%）に努めるなどの取組みを進めており、自己評価のⅣは妥当であると判断した。

	専門外来の充実（急性期・総合医療センター）
	（4②）
	
	Ⅳ
	Ⅳ
	○緩和ケア外来、糖尿病外来、生活習慣病外来、及び睡眠時無呼吸症候群（ＳＡＳ）外来を開設するとともに、２２年度の乳腺専門外来の開設を目指して整備を進めるなど、今日的課題の疾病についての専門外来の整備を進め、新外来患者数が、前年度を1,990人上回る24,114人となるなど、自己評価のⅣは妥当であると判断した。

	診療科を横断する体制の構築・禁煙外来、たばこ病外来（呼吸器・アレルギー医療センター）
	（5）
	２
	Ⅱ
	Ⅲ
	○禁煙外来は前年度の実績を下回ったが、たばこ病外来については、患者が直接関係診療科を受診している状況を踏まえ体制を見直すとともに、各科横断的な診療体制の構築については、「呼吸ケアセンター」の22年度設置に向け、診療科間での入院・外来の応援体制を構築して診療体制強化に取り組むなど計画どおりに進捗しており、全体としてⅢ評価が妥当であると判断した。

	難治性がん患者に対する手術実施体制等（成人病センター）
	（8）
	2
	Ⅲ
	Ⅳ
	○手術件数は目標に達していないものの、難治性がん患者の治療については、症状に応じ最適な治療法を選択する集学的治療を推進し、放射線治療、化学療法件数の実績を大きく伸ばしており、特に放射線治療においてはＩＭＲＴ（強度変調放射線治療）など高度でより効果的な治療に取り組んだことは高く評価でき、Ⅳ評価が適当と判断した。

	臨床腫瘍科及び外来化学療法の拡充（成人病センター）
	（9）
	
	Ⅳ
	Ⅳ
	○臨床腫瘍科においては、診療科の横断的な取組みが必要な化学療法対象患者の増加などにより病床を5床増床の２５床とし、新入院患者数を前年度から大幅に増加させたこと、外来化学療法室での化学療法件数が前年実績及び目標を上回ったことから、自己評価のⅣは妥当であると判断した。

	心のケアの充実・在宅医療の推進（母子保健総合医療センター）
	（13）
	2
	Ⅳ
	Ⅳ
	○２２年度に向け、長期入院を余儀なくされている思春期の子供たちの憩いの場となる「青少年ルーム」の開設準備を進めるなど、高度医療を受けた小児の心のケアを充実させた。
○また、長期入院児の退院促進のためのコーディネートの支援など在宅医療支援の取組みを進めたことにより、「在宅療養指導管理料算定実患者数」が増加したことから、自己評価のⅣは妥当であると判断した。

	病床利用率の向上
	（19）
	
	Ⅲ
	Ⅲ
	○目標を達成した病院はないが、急性期・総合医療センターでは病床利用率が８９．８％（目標９０．０％）と高い水準となったのをはじめ、呼吸器・アレルギーセンター、精神医療センターの3病院で前年度を上回った。その他の2病院では、微減となったものの、入院患者の負担を減らすため平均在院日数を短縮した影響もあり、また資金収支の黒字が達成されていることから、自己評価どおりⅢが妥当であると判断した。

	基幹災害医療センターの役割（急性期・総合医療センター）
	（23）
	
	Ⅳ
	Ⅳ
	○ＮＢＣ災害・テロ対策研修会（於：急性期・総合医療センター）に参画に加え、ＤＭＡＴ研修への参加によりＤＭＡＴ資格取得者を増やし、従来の２チームから最大４チーム編成が可能とするなど、DMAT（災害医療派遣チーム）体制を充実させたことから、自己評価のⅣは妥当であると判断した。

	災害医療訓練、災害医療研修（急性期・総合医療センター）
	（24）
	
	Ⅳ
	Ⅳ
	○これまでの災害医療訓練に加え、平成21年度は大阪府地震災害対策訓練（於：急性期・総合医療センター）に参画し、患者搬送等の実動訓練を実施するなど、基幹災害医療センターとしての取組みを強化したことから、自己評価のⅣは妥当であると判断した。

	平成21年度計画
	番号
	ウエイト
	自己評価
	委員会評価
	判断理由・コメント（案）

	医療施策の実施機関としての役割（急性期・総合医療センター）
	（25）
	2
	Ⅳ
	Ⅳ
	○救命救急センターとして、目標値を設定している三次救急新入院患者数、脳卒中集中治療室（ＳＣＵ）新入院患者数及び心疾患集中治療室（ＣＣＵ）新入院患者数の３項目全てにおいて、目標を達成している。

○また、がん治療患者数、難病療養相談件数、また障がい者外来患者数、障がい者歯科外来患者数など医療施策の実施機関としての役割を示す多くの指標が前年度を上回ったことから、自己評価のⅣは妥当であると判断した。


第2　業務運営の改善及び効率化に関する目標
	平成21年度計画
	番号
	ウエイト
	自己評価
	委員会評価
	判断理由・コメント（案）

	収入の確保
	（89）
	２
	Ⅳ
	Ⅳ
	○医業収益について、各病院における新入院患者の確保や診療単価の向上の取組み等により、前年度と比較して、31.９億円を上回る505.5億円となり、目標値を7.2億円上回っており、自己評価のⅣは妥当であると判断した。
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